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キ
ー
ワ
ー
ド
：
蓮
如
、「
御
文
」、『
五
帖
御
文
』、「
ナ
リ
」、「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」、

「
ア
ナ
カ
シ
コ
」

内
容

は
じ
め
に

一
　『
五
帖
御
文
』
の
文
末
と
「
…
ナ
リ
」
に
つ
い
て

二
　『
五
帖
御
文
』
の
「
モ
ノ
ナ
リ
」「
コ
ト
ナ
リ
」

三
　『
五
帖
御
文
』
の
「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」 

附
「
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
」

お
わ
り
に

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
、
三
回
に
わ
た
り
蓮
如
「
御
文
」
の
文
章
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て

き
た
。
今
回
は
、
前
稿
で
採
り
上
げ
た
文
頭
の
語
句
に
、
日
本
語
の
特
性
上
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
重
要
性
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
文
末
の
表
現
を
巡
っ
て
考
え
て
ゆ
く
。

そ
の
際
特
に
注
目
す
る
の
は
、「
御
文
」
各
書
簡
の
文
体
基
調
を
形
作
る
と
考
え
ら

れ
る
助
動
詞
「
ナ
リ
」
や
「
ナ
リ
」
の
上
接
語
句
、
さ
ら
に
「
御
文
」
各
書
簡
を

締
め
括
る
語
句
「
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
」
な
ど
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
『
五
帖
御
文
』

に
お
い
て
ど
の
様
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
ど
の
様
な
表
現
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る

の
か
を
中
心
に
検
討
し
て
ゆ
く
。
な
お
、
今
回
も
論
の
性
格
上
、
引
用
文
が
長
く

（
1
）

な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
許
さ
れ
た
い
。

一
　『
五
帖
御
文
』
の
文
末
と
「
…
ナ
リ
」
に
つ
い
て

本
節
で
は
、
ま
ず
「
御
文
」
に
お
け
る
文
末
の
語
句
の
概
括
的
な
特
徴
に
つ
い

て
、
特
に
『
五
帖
御
文
』
中
の
例
を
中
心
に
採
り
上
げ
検
討
す
る
。

文
体
研
究
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
文
体
指
標
の
内
、
文
末
は
特
に
、
述
語
型
の
言

語
と
さ
れ
る
日
本
語
に
あ
っ
て
極
め
て
大
き
な
文
体
形
成
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
明
治
期
の
言
文
一
致
運
動
で
も
、
文
末
を
ど
の
様
な
語
句
で
言
い
収
め

る
か
が
問
題
と
な
っ
た
り
、
諸
家
の
文
章
が
「
デ
ア
ル
体
」「
ダ
体
」
な
ど
と
称
さ

れ
分
類
さ
れ
た
り
し
た
事
実
は
有
名
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
御
文
」
は
明
治
期
か

ら
約
四
百
年
遡
る
室
町
期
の
文
章
資
料
で
あ
っ
て
、
直
ち
に
同
一
視
す
る
べ
き
で

は
無
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
日
本
語
文
章
と
し
て
文
末
に
注
意
を
向

け
る
こ
と
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
今
回
は
「
御
文
」
の
文
末
表
現
に
注
目
し
、

具
体
的
に
は
『
五
帖
御
文
』
各
書
簡
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行
っ
て
ゆ
く
。

「
御
文
」
各
書
簡
の
文
末
表
現
と
し
て
、
例
え
ば
既
に
採
り
上
げ
た
有
名
な
『
五

帖
御
文
』
五
ノ
一
〇
「
聖
人
一
流
の
章
」
で
は
、
冒
頭
の
一
文
は
「
聖
人
一
流
ノ

御
勧
化
ノ
ヲ
モ
ム
キ
ハ
信
心
ヲ
モ
テ
本
ト
セ
ラ
レ
候
」
と
、
丁
寧
表
現
で
あ
る

「
候
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
候
文
体
」
と
い
う
語
句
が
、
あ
た
か
も
書
簡
文
の

代
名
詞
で
あ
る
か
の
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
が
、「
御
文
」
に
お

け
る
「
候
」
の
使
用
は
当
然
と
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
問
答
形
式
の
構
成
を
採
る

「
一
ノ
一
」「
一
ノ
一
五
」
な
ど
で
も
「
或
人
イ
ハ
ク
…
（
中
略
）
…
不
審
千
万
ニ

候
　
御
ネ
ン
コ
ロ
ニ
ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ
タ
ク
候
／
答
テ
イ
ハ
ク
コ
ノ
不
審
モ
ト
モ
肝

要
ト
コ
ソ
存
シ
候
ヘ
…
（
下
略
）」（
一
ノ
一
）
な
ど
と
「
候
」
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。と

こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
書
簡
で
は
文
末
が
全
て
「
候
」
と
な
っ
て
は
お
ら
ず
、

例
え
ば
三
つ
の
文
か
ら
成
る
「
五
ノ
一
〇
」
の
残
り
二
文
は
「
…
セ
シ
メ
タ
マ
フ
」

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

蓮
如 「
御
文
」 の
語
学
的
検
討

―（
四
）文
末

―
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「
…
コ
コ
ロ
ウ
ヘ
キ
ナ
リ
」
で
あ
っ
て
、
ま
た
「
一
ノ
一
」
で
も
、
前
掲
し
た
「
答

テ
イ
ハ
ク
…
存
シ
候
ヘ
」
に
続
く
く
だ
り
で
は
「
故
聖
人
ノ
オ
ホ
セ
ニ
ハ
…
オ
ホ

セ
ラ
レ
候
ヒ
ツ
レ
」
と
一
文
「
候
」
が
用
い
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
「
ソ
ノ

ユ
ヘ
ハ
…
マ
ウ
シ
ツ
ル
ハ
カ
リ
ナ
リ
　
サ
ラ
ニ
親
鸞
…
キ
カ
シ
ム
ル
ハ
カ
リ
ナ
リ
　

ソ
ノ
ホ
カ
ニ
ハ
…
オ
ホ
セ
ラ
レ
ツ
ル
ナ
リ
　
サ
レ
ハ
…
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
（
後

略
）」
と
、
む
し
ろ
「
ナ
リ
体
」
と
す
る
べ
き
か
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

実
際
、
次
に
掲
げ
る
『
五
帖
御
文
』「
三
ノ
六
」「
五
ノ
九
」
の
例
な
ど
で
は
「
ナ

リ
」
が
い
わ
ば
連
打
す
る
か
の
様
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
推
論
が
あ
な
が
ち

不
当
で
は
無
い
と
思
わ
せ
る
。
こ
の
「
三
ノ
六
」
や
「
五
ノ
九
」
が
実
際
の
法
会
な

ど
で
朗
読
さ
れ
た
場
合
、
聴
く
者
に
は
独
特
の
印
象
を
与
え
た
に
違
い
無
い
。

夫
南
无
阿
弥
陀
仏
ト
申
ハ
イ
カ
ナ
ル
コ
ヽ
ロ
ソ
ナ
レ
ハ
　
マ
ツ
南
无
ト
イ
フ

二
字
ハ
帰
命
ト
発
願
廻
向
ト
ノ
フ
タ
ツ
ノ
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
　
マ
タ
南
无
ト
イ
フ

ハ
願
ナ
リ
阿
弥
陀
仏
ト
イ
フ
ハ
行
ナ
リ
　
サ
レ
ハ
雑
行
雑
善
ヲ
ナ
ケ
ス
テ
ヽ

専
修
専
念
ニ
弥
陀
ヲ
タ
ノ
ミ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
タ
ス
ク
タ
マ
ヘ
ト
オ
モ
フ
帰
命

ノ
一
念
ヲ
コ
ル
ト
キ
　
カ
タ
シ
ケ
ナ
ク
モ
遍
照
ノ
光
明
ヲ
ハ
ナ
チ
テ
行
者
ヲ

摂
取
シ
タ
マ
フ
ナ
リ
　
コ
ノ
コ
ヽ
ロ
ス
ナ
ハ
チ
阿
弥
陀
仏
ノ
四
ノ
字
ノ
コ
ヽ

ロ
ナ
リ
　
又
発
願
廻
向
ノ
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
　（
三
ノ
六
）

南
无
阿
弥
陀
仏
ノ
六
字
ノ
ス
カ
タ
ハ
ス
ナ
ハ
チ
ワ
レ
ラ
一
切
衆
生
ノ
平
等
ニ

タ
ス
カ
リ
ツ
ル
ス
カ
タ
ナ
リ
ト
シ
ラ
ル
ヽ
ナ
リ
　
サ
レ
ハ
他
力
ノ
信
心
ヲ
ウ

ル
ト
イ
フ
モ
コ
レ
シ
カ
シ
ナ
カ
ラ
南
无
阿
弥
陀
仏
ノ
六
字
ノ
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
　
コ

ノ
ユ
ヘ
ニ
一
切
ノ
聖
教
ト
イ
フ
モ
　
タ
ヽ
南
无
阿
弥
陀
仏
ノ
六
字
ヲ
信
セ
シ

メ
ン
カ
タ
メ
ナ
リ
ト
イ
フ
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
ト
　
オ
モ
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
　（
五
ノ

九
）

（
6
）

（
7
）

と
こ
ろ
で
、「
御
文
」
は
形
態
と
し
て
は
書
簡
で
あ
る
一
方
、
内
容
と
し
て
は
言

う
ま
で
も
無
く
真
宗
の
教
義
を
説
く
仏
法
教
義
書
、
す
な
わ
ち
「
内
典
」
で
あ
る
。

前
稿
で
も
引
用
し
た
様
に
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
に
は
「
内
典
」
の
文

体
に
関
し
て
注
意
を
引
く
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
改
め
て
『
日
本
大
文
典
』

当
該
箇
所
の
文
末
に
つ
い
て
の
く
だ
り
の
み
を
確
認
す
る
。
ち
な
み
に
前
稿
で
は
、

ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
文
頭
に
つ
い
て
の
指
摘
が
「
御
文
」
に
も
良
く
当
て
嵌
ま
る
こ
と

を
確
認
し
た
訳
で
あ
る
。

　 

○
こ
の
文
体
で
は
、
一
般
に
文
末
に
次
の
助
辞
を
用
ゐ
る
。
即
ち
、A

ri

（
有

り
）、N

ari

（
な
り
）、M

ono nari

（
者
也
）、C

oto nari

（
事
也
）、
な
ど
。

短
い
引
用
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
記
述
か
ら
ロ
ド
リ
ゲ
ス
も
「
内
典
」
＝
教

義
書
（
当
然
「
御
文
」
も
含
ま
れ
る
）
の
文
体
を
形
作
る
要
因
と
し
て
文
末
に
注

目
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
引
用
箇
所
で
は
、
教
義
書
の
代
表
的
な
文
末
表
現

の
具
体
例
と
し
て
「
あ
り
」「
な
り
」「
も
の
な
り
」「
こ
と
な
り
」
の
四
つ
が
採
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

で
は
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
こ
の
指
摘
は
「
御
文
」
に
も
当
て
嵌
ま
る
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
内
『
五
帖
御
文
』
で
は
後
三
者
「
ナ
リ
」

「
モ
ノ
ナ
リ
」「
コ
ト
ナ
リ
」
が
比
較
的
に
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
ロ

ド
リ
ゲ
ス
の
観
察
が
ほ
ぼ
当
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。
な

お
、『
五
帖
御
文
』
に
お
け
る
「
有
り
」
の
例
は
と
言
う
と
、
次
に
掲
げ
る
、

　
コ
レ
ニ
ツ
イ
テ
コ
ヽ
ニ
愚
老
一
身
ノ
述
懐
コ
レ
ア
リ
（
四
ノ
一
三
）

な
ど
少
数
が
認
め
ら
れ
る
が
、
後
述
す
る
様
に
「
…
ナ
リ
」「
…
モ
ノ
ナ
リ
」「
…

コ
ト
ナ
リ
」
の
文
末
が
目
立
っ
て
多
い
。
次
に
、『
五
帖
御
文
』
で
の
そ
れ
ら
の
例

（
8
）

（
9
）
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を
掲
げ
て
お
く
。

　 
ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
如
来
ノ
教
法
ヲ
十
方
衆
生
ニ
ト
キ
キ
カ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
　
タ
ヽ

如
来
ノ
御
代
官
ヲ
マ
ウ
シ
ツ
ル
ハ
カ
リ
ナ
リ
　
サ
ラ
ニ
親
鸞
メ
ツ
ラ
シ
キ
法

ヲ
モ
ヒ
ロ
メ
ス
　
如
来
ノ
教
法
ヲ
ワ
レ
モ
信
シ
ヒ
ト
ニ
モ
オ
シ
ヘ
キ
カ
シ
ム

ル
ハ
カ
リ
ナ
リ
（
一
ノ
一
）

　 

コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
フ
カ
ク
弥
陀
ヲ
タ
ノ
ミ
後
生
タ
ス
ケ
タ
マ
ヘ
ト
申
サ
ン
女
人
ハ
　

ミ
ナ
〳
〵
極
楽
ニ
往
生
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
（
五
ノ
二
〇
）

　 

マ
ツ
人
間
ハ
タ
ヽ
ユ
メ
マ
ホ
ロ
シ
ノ
ア
ヒ
タ
ノ
コ
ト
ナ
リ
　
後
生
コ
ソ
マ
コ

ト
ニ
永
生
ノ
楽
果
ナ
リ
ト
オ
モ
ヒ
ト
リ
テ
（
一
ノ
一
〇
）

こ
れ
ら
「
…
ナ
リ
」「
…
モ
ノ
ナ
リ
」「
…
コ
ト
ナ
リ
」
が
多
く
用
い
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
文
末
に
着
目
し
た
文
体
分
類
を
行
う
場
合
、
や
は
り

《「「
御
文
」
は
「
ナ
リ
体
」
で
あ
る
》
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
様
な
「
…
ナ
リ
」
の
文
末
は
、
上
接
語
を
問
わ
ず
一
括
す
る
と
『
五

帖
御
文
』
全
体
で
五
八
五
例
を
数
え
る
。
平
均
す
る
と
、
各
書
簡
一
通
当
た
り
で

七
回
以
上
「
…
ナ
リ
」
の
文
末
が
現
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
訳
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
例
え
ば
「
…
ゾ
」
の
文
末
は
平
叙
文
の
場
合
で
一
四
例
、
疑
問
・
反
語
文
の

場
合
を
含
め
て
も
六
二
例
と
、「
…
ナ
リ
」
の
十
分
の
一
強
の
数
に
過
ぎ
な
い
か

ら
、「
御
文
」
に
お
け
る
「
…
ナ
リ
」
の
優
勢
の
程
が
窺
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
や
は

り
「「
御
文
」
の
文
末
に
は
「
…
ナ
リ
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
」
と
述
べ
て

も
差
し
支
え
無
さ
そ
う
で
あ
る
。

以
上
、
本
節
で
は
「
御
文
」
の
文
末
の
概
括
的
な
特
徴
に
つ
い
て
、
特
に
『
五

帖
御
文
』
の
例
を
中
心
に
検
討
し
、「
…
ナ
リ
」
の
文
末
が
最
も
目
を
引
く
傾
向
の

（
10
）

（
11
）

一
つ
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。

二
　『
五
帖
御
文
』
の
「
モ
ノ
ナ
リ
」「
コ
ト
ナ
リ
」

本
節
で
は
『
五
帖
御
文
』
各
書
簡
中
の
「
…
ナ
リ
」
の
文
末
の
内
、
前
述
の
様

に
ロ
ド
リ
ゲ
ス
も
特
に
「
内
典
」
＝
仏
法
教
義
書
の
文
末
典
型
と
し
て
例
示
す
る

「
…
モ
ノ
ナ
リ
」「
…
コ
ト
ナ
リ
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、
前
稿
に
倣
い
『
五
帖
御
文
』
の
他
、
親
鸞
聖
人
の
消
息
、『
歎
異
抄
』、

さ
ら
に
キ
リ
シ
タ
ン
文
語
教
義
書
と
さ
れ
る
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
』『
ヒ
ィ
デ
ス

の
導
師
』『
ス
ピ
リ
ツ
ア
ル
御
修
行
』
の
各
資
料
に
つ
い
て
「
も
の
な
り
」「
こ
と

な
り
」
の
用
例
数
を
表
と
し
て
示
す
。

こ
の
表
か
ら
分
か
る
様
に
、『
五
帖
御
文
』

で
は
「
…
モ
ノ
ナ
リ
」
が
「
…
コ
ト
ナ
リ
」

の
約
五
・
七
倍
に
上
っ
て
お
り
、
百
分
率
で

示
せ
ば
「
…
モ
ノ
ナ
リ
」
八
五
・
〇
三
％「
…

コ
ト
ナ
リ
」
一
四
・
九
七
％
と
な
る
（
ち
な

み
に
、『
五
帖
御
文
』
の
「
…
ナ
リ
」
全
体
と

の
関
係
か
ら
す
る
と
、
五
八
五
例
中
「
…
モ

ノ
ナ
リ
」
の
占
め
る
率
は
二
一
・
三
七
％
、

「
…
コ
ト
ナ
リ
」
の
そ
れ
は
三
・
七
六
％
と
い

う
こ
と
と
な
る
）。
つ
ま
り
、『
五
帖
御
文
』

に
あ
っ
て
は
「
…
モ
ノ
ナ
リ
」
と
「
コ
ト
ナ

リ
」
の
用
例
数
を
比
較
す
れ
ば
「
…
モ
ノ
ナ

リ
」
の
方
が
遙
か
に
勝
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
傾
向
は
表
を
見
る
と
キ
リ
シ
タ

ン
教
義
書
で
さ
ら
に
著
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
逆
に
、
親
鸞
消
息
と
『
歎
異
抄
』
と
で
は
、「
こ
と
な
り
」
の
方
が
「
も
の

（
12
）

五
帖
御
文

親
鸞
消
息

歎
異
抄

サ
ン
ト
ス
の
御
作
業

ヒ
ィ
デ
ス
の
導
師

ス
ピ
リ
ツ
ア
ル
御
修
行

ものなり 125 3 2 630 855 407

ことなり 22 24 16 4 17 12

（
13
）
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な
り
」
よ
り
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
（
両
資
料
共
に
「
こ
と
な
り
」
が
「
も
の

な
り
」
の
八
倍
を
数
え
る
）。

こ
の
差
異
を
ど
の
様
に
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
東
辻
保
和
氏
の
論
考
が
参
考

と
な
ろ
う
。
東
辻
氏
は
上
接
語
の
「
も
の
」「
こ
と
」
が
各
々
有
す
る
意
味
を
分
析

さ
れ
、
そ
れ
を
基
に
「
著
者
の
立
場
や
思
想
を
主
張
す
る
作
品
に
「
も
の
な
り
」

表
現
が
多
く
な
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
事
件
・
事
実
を
客
観
的
に
記
録
な
い
し
は

説
明
・
描
写
す
る
作
品
に
は
、「
こ
と
な
り
」
表
現
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
推
論
し
て
、
中
世
の
種
々
の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
文
章
資
料
の
「
も
の
な
り
」

「
こ
と
な
り
」
表
現
を
精
査
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
予
想
と
合
致
し
た
ジ
ャ
ン
ル

（
例
え
ば
、
史
論
・
歴
史
物
語
は
「
こ
と
な
り
」
が
多
く
、「
御
文
」
や
道
元
の
『
正

法
眼
蔵
』
を
包
括
し
た
「
教
義
書
」
の
ジ
ャ
ン
ル
の
で
は
「
も
の
な
り
」
が
多
い
、

な
ど
）
も
あ
る
が
、
合
致
し
な
か
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
も
あ
る
と
さ
れ
、
後
者
の
一
つ

に
「
仮
名
法
語
類
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
す
る
と
、「
御

文
」
や
『
正
法
眼
蔵
』
は
「
著
者
の
立
場
や
思
想
を
主
張
す
る
」
性
格
が
比
較
的

に
強
い
も
の
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
や
は
り
仏
教
思
想
を
説
く

内
容
で
あ
っ
て
、
言
う
ま
で
も
無
く
「
教
義
書
」
と
極
め
て
近
い
性
格
を
有
す
る

と
思
わ
れ
る
「
仮
名
法
語
類
」
で
は
、
必
然
的
に
「
も
の
な
り
」
が
多
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
無
い
か
、
と
い
っ
た
予
想
に
反
し
、
実
際
に
は
「
こ
と
な
り
」

の
方
が
優
勢
な
使
用
状
況
を
示
す
述
作
が
多
か
っ
た
と
い
う
訳
で
あ
る
。
次
に
、

そ
れ
ら
の
例
を
掲
げ
る
。

　
電
光
朝
露
の
身
に
一
度
も
悪
き
態
を
せ
ん
は
、
浅
猿
く
、
を
こ
が
ま
し
き
事
也

 

（
明
恵
上
人
遺
訓
・
六
五
‐
15
）

　
決
定
往
生
の
信
た
ら
ず
と
て
人
ご
と
に
歎
く
は
、
い
は
れ
な
き
事
な
り

 

（
一
遍
上
人
語
録
・
巻
下
、
一
二
九
‐
10
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

　
非
人
法
師
の
身
に
学
問
無
用
と
い
ふ
こ
と
も
分
斉
あ
る
べ
き
事
也

 

（
一
言
法
談
・
巻
上
、
一
九
五
‐
10
）

東
辻
氏
も
、「
同
じ
く
法
語
と
は
い
い
な
が
ら
、
一
概
に
は
律
し
き
れ
な
い
も
の
の

あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
様
に
、
各
仮
名
法
語
の
「
も
の
な

り
」「
こ
と
な
り
」
の
用
い
ら
れ
方
に
つ
い
て
は
よ
り
丹
念
な
読
解
が
必
要
と
な
ろ

う
。と

も
か
く
、
東
辻
氏
の
調
査
を
援
用
す
れ
ば
『
蓮
如
御
文
』
に
お
い
て
は
「
も

の
な
り
」
が
そ
の
用
例
数
で
「
こ
と
な
り
」
を
圧
倒
し
て
お
り
、
こ
れ
は
『
正
法

眼
蔵
』
に
も
認
め
ら
れ
る
傾
向
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
蓮
如
御
文
』
で
は

「
も
の
な
り
」
一
一
八
例
「
こ
と
な
り
」
二
八
例
、『
正
法
眼
蔵
』
で
は
「
も
の
な

り
」
五
一
例
「
こ
と
な
り
」
〇
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
参
考
と
し
て
『
正
法
眼

蔵
』
の
「
も
の
な
り
」
の
例
を
掲
げ
て
お
く
。

　 

た
だ
坐
上
の
修
の
み
に
あ
ら
ず
、
空
を
う
ち
て
ひ
ゞ
き
お
な
す
こ
と
、
撞
の

前
後
に
妙
声
綿
々
た
る
も
の
な
り
。 

（
弁
道
話
・
七
六－

４
）

　 

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
無
仏
性
の
道
、
は
る
か
に
四
祖
の
祖
宝
よ
り
き
こ

ゆ
る
も
の
な
り
。 

（
仏
性
・
一
一
七－

７
）

既
に
述
べ
た
様
に
『
五
帖
御
文
』
の
傾
向
も
、
同
じ
く
「
モ
ノ
ナ
リ
」
の
使
用

が
「
コ
ト
ナ
リ
」
を
大
き
く
凌
ぐ
訳
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
『
五
帖
御
文
』
中
の
「
モ

ノ
ナ
リ
」「
コ
ト
ナ
リ
」
の
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
。
次
に
、
用
例
を
掲
げ

る
。　 

真
宗
ノ
正
意
コ
ノ
イ
ハ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
ア
ヒ
ス
タ
レ
タ
リ
ト
キ
コ
エ
タ
リ
　
カ

（
17
）

（
18
）
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ク
ノ
コ
ト
キ
ラ
ノ
次
第
ヲ
委
細
ニ
存
知
シ
テ
　
当
流
ノ
一
義
ヲ
ハ
讃
嘆
ス
ヘ

キ
モ
ノ
ナ
リ
（
四
ノ
一
）

　 

タ
ヽ
一
念
ニ
弥
陀
ヲ
タ
ノ
ム
衆
生
ハ
ミ
ナ
コ
ト
〳
〵
ク
報
土
ニ
往
生
ス
ヘ
キ

コ
ト
　
ユ
メ
〳
〵
ウ
タ
カ
フ
コ
ヽ
ロ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
（
五
ノ
六
）

　
コ
レ
ヲ
念
仏
衆
生
ヲ
摂
取
シ
タ
マ
フ
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
リ
（
五
ノ
一
五
）

「
四
ノ
一
」
の
例
で
は
（
勧
化
に
は
衆
生
一
人
一
人
の
宿
善
・
無
宿
善
を
分
別
す

る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
頃
の
仏
法
者
は
た
だ
訳
も
無
く
一
方

的
な
教
化
を
行
っ
て
い
る
た
め
に
、）
真
宗
の
真
実
の
心
は
逆
に
廃
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
っ
て
、
正
し
い
勧
化
の
た
め
に
は
以
上
の
子
細
を
詳
し
く
知
っ
た
上
で
真
宗

の
仏
法
讃
嘆
を
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
く
だ
り
で
「
モ
ノ
ナ
リ
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
不
適
切
な
布
教
を
戒
め
、
人
を
良
く
見
定
め
て
仏
法
を
説
く
べ

き
で
あ
る
と
い
う
蓮
如
自
身
の
強
い
思
い
が
伝
わ
る
。

「
五
ノ
六
」
の
例
で
は
（
真
宗
の
他
に
色
々
の
宗
旨
が
あ
る
け
れ
ど
も
、）
た
だ

一
念
に
阿
弥
陀
如
来
を
信
仰
す
る
衆
生
は
悉
く
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
に
決
ま
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
努
々
疑
う
心
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
、
と

い
う
叙
述
の
結
び
に
「
モ
ノ
ナ
リ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
浄
土
の

教
え
に
対
す
る
蓮
如
の
確
信
と
、
そ
れ
を
衆
生
に
伝
え
広
め
よ
う
と
す
る
堅
固
な

意
志
が
読
み
取
れ
る
。

こ
れ
ら
「
モ
ノ
ナ
リ
」
の
例
に
対
し
て
、「
五
ノ
一
五
」
の
例
で
は
、
真
宗
で

「
信
心
を
取
る
」
と
い
う
こ
と
が
ど
の
様
な
事
態
で
あ
る
の
か
を
説
明
し
、
一
心
に

弥
陀
を
信
仰
す
る
衆
生
が
弥
陀
の
光
明
に
包
ま
れ
て
極
楽
往
生
に
至
る
過
程
が
「
念

仏
衆
生
ヲ
摂
取
シ
タ
マ
フ
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
、
と
結
論
付
け
る
、
い
わ

ば
論
理
の
帰
着
点
の
箇
所
で
「
コ
ト
ナ
リ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
次
に
掲
げ
る
、

　 

コ
レ
ニ
ツ
ケ
テ
モ
人
間
ハ
老
少
不
定
ト
キ
ク
ト
キ
ハ
　
イ
ソ
キ
イ
カ
ナ
ル
功

徳
善
根
ヲ
モ
修
シ
イ
カ
ナ
ル
菩
提
涅
槃
ヲ
モ
ネ
カ
フ
ヘ
キ
コ
ト
ナ
リ
　（
四
ノ

三
）

で
は
、
一
見
「
人
間
の
生
死
は
見
通
し
の
付
か
な
い
も
の
で
あ
る
と
聞
く
な
ら
、

急
い
で
い
か
な
る
功
徳
も
積
み
、
い
か
な
る
信
仰
を
も
行
う
べ
き
だ
」
と
促
す
様

で
あ
る
が
実
は
そ
う
で
は
無
く
、
引
用
箇
所
の
前
段
で
諸
国
の
寺
社
に
参
詣
の
人
々

が
無
い
こ
と
を
訝
し
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
承
け
て
「
…
急
い
で
ど
ん
な
善
根
功
徳

も
積
み
、
ど
ん
な
信
仰
も
す
る
は
ず
な
の
に
」
と
理
屈
を
述
べ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

以
上
の
例
か
ら
『
五
帖
御
文
』
に
お
け
る
「
モ
ノ
ナ
リ
」「
コ
ト
ナ
リ
」
の
状
況

は
、
東
辻
氏
の
推
論
を
概
ね
裏
付
け
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

次
に
掲
げ
る
、

　 

一
向
一
心
ニ
弥
陀
ヲ
タ
フ
ト
キ
コ
ト
ヽ
ウ
タ
カ
フ
コ
ヽ
ロ
ツ
ユ
チ
リ
ホ
ト
モ

モ
ツ
マ
シ
キ
コ
ト
ナ
リ
（
四
ノ
九
）

の
例
で
は
、（
延
徳
四
〈
一
四
九
二
〉
年
の
疫
病
流
行
を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
の

様
な
時
は
い
よ
い
よ
阿
弥
陀
仏
を
深
く
信
仰
し
て
極
楽
に
往
生
で
き
る
の
だ
と
確

信
し
て
、）「
ひ
た
す
ら
に
弥
陀
を
尊
い
こ
と
と
し
て
、
疑
う
心
な
ど
露
塵
ほ
ど
も

持
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
、「
モ
ノ
ナ
リ
」
の
用
い
ら
れ
て
い
る
「
四
ノ

一
」「
五
ノ
六
」
の
例
と
違
い
の
認
め
難
い
文
脈
で
「
コ
ト
ナ
リ
」
が
現
れ
て
い

る
。
な
お
精
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
「
四
ノ
九
」
の
「
コ
ト
ナ
リ
」

の
例
も
、
言
っ
て
み
れ
ば
「
御
文
」
そ
の
も
の
の
有
す
る
と
想
定
さ
れ
る
「
著
者

の
立
場
や
思
想
を
主
張
す
る
」
文
章
と
し
て
の
性
格
に
は
背
反
せ
ず
、
む
し
ろ
合
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致
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
そ
う
で
あ
る
。

以
上
、
本
節
で
は
『
五
帖
御
文
』
各
書
簡
中
の
「
モ
ノ
ナ
リ
」「
コ
ト
ナ
リ
」
に

つ
い
て
検
討
し
、
使
用
数
に
お
い
て
「
モ
ノ
ナ
リ
」
が
極
め
て
優
勢
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
こ
の
検
討
結
果
は
「
御
文
」
固
有
の
性
格
で
あ
る
「
仏
教

思
想
を
説
き
、
力
強
く
真
宗
へ
の
信
仰
を
促
す
」
と
い
う
各
書
簡
の
内
容
と
密
接

に
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
も
推
論
し
た
。

三
　『
五
帖
御
文
』
の
「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
附
「
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
」

本
節
で
は
、
前
節
ま
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
『
五
帖
御
文
』
各
書
簡

中
に
用
い
ら
れ
た
「
モ
ノ
ナ
リ
」
の
上
接
語
句
に
注
目
し
、
と
り
わ
け
「
…
ベ
キ

モ
ノ
ナ
リ
」
の
用
例
の
多
さ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
。
併
せ
て
「
ベ
キ
モ

ノ
ナ
リ
」
と
「
御
文
」
各
書
簡
を
締
め
括
る
文
句
で
あ
る
「
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
」

の
意
味
機
能
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。

先
述
の
様
に
「
御
文
」
に
お
け
る
「
モ
ノ
ナ
リ
」
の
用
い
ら
れ
方
に
は
、
筆
者

で
あ
る
蓮
如
の
主
張
（
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
真
宗
の
教
義
そ
の
も
の
で
あ
る
）

を
押
し
出
す
と
い
う
側
面
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
側
面
は
当
然
「
御
文
」
の
有

す
る
教
義
書
と
し
て
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
と
な
る
は
ず
で
あ

る
。
さ
ら
に
、「
御
文
」
の
「
モ
ノ
ナ
リ
」
に
は
、
助
動
詞
「
ベ
シ
」
の
連
体
形
を

上
接
さ
せ
た
「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
お
よ
び
そ
の
否
定
形
と
考
え
ら
れ
る
「
ベ
カ
ラ

ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
が
少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
事
実
に
注
目
し
た
い
。
例
え

ば
、
既
に
掲
げ
た
『
五
帖
御
文
』
の
例
か
ら
、
重
複
を
避
け
て
引
用
順
に
書
簡
番

号
の
み
掲
げ
る
と
「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
の
例
が
「
五
ノ
一
〇
」「
五
ノ
九
」「
五
ノ

二
〇
」「
四
ノ
一
」、「
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
の
例
が
「
五
ノ
六
」
な
ど
と
な
る

他
、
次
に
掲
げ
る
、

　 

仏
恩
報
謝
ノ
タ
メ
ニ
ハ
ツ
ネ
ニ
称
名
念
仏
ヲ
申
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ

リ
（
二
ノ
一
三
）

　 

タ
ヽ
南
無
阿
弥
陀
仏
〳
〵
ト
コ
ヱ
ニ
ト
ナ
ヘ
テ
　
ソ
ノ
恩
徳
ヲ
フ
カ
ク
報
尽

申
ハ
カ
リ
ナ
リ
ト
コ
ヽ
ロ
ウ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
（
三
ノ
四
、
以
上
「
ベ
キ
モ
ノ

ナ
リ
」
の
例
）

　 

コ
ノ
ホ
カ
ニ
ナ
ヲ
信
心
ト
イ
フ
コ
ト
ノ
ア
リ
ト
イ
フ
人
コ
レ
ア
ラ
ハ
オ
ホ
キ

ナ
ル
ア
ヤ
マ
リ
ナ
リ
　
ス
ヘ
テ
承
引
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
（
二
ノ
二
）

　 

一
念
ニ
弥
陀
如
来
今
度
ノ
後
生
タ
ス
ケ
タ
マ
ヘ
ト
フ
カ
ク
タ
ノ
ミ
申
サ
ン
人

ハ
　
十
人
モ
百
人
モ
ミ
ナ
ト
モ
ニ
弥
陀
ノ
報
土
ニ
往
生
ス
ヘ
キ
事
サ
ラ
〳
〵

ウ
タ
カ
ヒ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
（
五
ノ
二
、
以
上
「
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ

ノ
ナ
リ
」
の
例
）

な
ど
容
易
に
多
数
の
例
が
指
摘
で
き
る
訳
で
あ
る
。

実
は
、『
五
帖
御
文
』
中
で
文
末
に
用
い
ら
れ
る
「
モ
ノ
ナ
リ
」
の
内
、「
ベ
キ

モ
ノ
ナ
リ
」「
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
の
用
例
数
は
、

　「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
…
　
九
三
例

　「
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
…
　
一
六
例

と
、
合
わ
せ
て
一
〇
九
例
で
「
モ
ノ
ナ
リ
」
中
八
七
・
一
六
％
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
前
節
で
触
れ
た
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
っ
て
（『
正

法
眼
蔵
』
で
は
、「
も
の
な
り
」
五
一
例
中
「
べ
き
も
の
な
り
」「
べ
か
ら
ざ
る
も

の
な
り
」
は
共
に
三
例
で
、
合
わ
せ
て
も
六
例
と
全
体
の
一
一
・
八
％
に
過
ぎ
な

い
）、
東
辻
氏
は
「
両
者
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
し
な
が
ら

も
「
し
か
し
な
が
ら
、
右
に
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、『
蓮
如
御
文
』
が
、
よ
り
強

い
規
範
性
（
衆
生
の
帰
依
要
求
）
を
伴
う
表
現
と
な
っ
て
い
る
点
は
認
め
ら
れ
る
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で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
も
こ
の
指
摘
に
従
う
が
、
や
は
り
宗
門
護
持
発

展
の
た
め
に
広
く
不
特
定
多
数
の
人
々
に
訴
え
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
御

文
」
の
性
格
上
、
ま
た
拙
稿
で
述
べ
た
様
に
極
め
て
積
極
的
に
勧
化
を
推
し
進
め

て
い
っ
た
蓮
如
そ
の
人
の
性
格
上
、「
御
文
」
が
「
モ
ノ
ナ
リ
」
な
か
ん
ず
く
「
ベ

キ
モ
ノ
ナ
リ
」「
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
に
代
表
さ
れ
る
「
よ
り
強
い
規
範
性
」

を
帯
び
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
あ
る
意
味
で
必
然
的
で
あ
っ
た
、
と
言
え
る
か
も

知
れ
な
い
。
さ
ら
に
、「
御
文
」
各
書
簡
中
で
「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
の
用
い
ら
れ
た

箇
所
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
の
印
象
は
一
層
強
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

良
く
知
ら
れ
る
様
に
、「
御
文
」
各
書
簡
の
最
後
は
「
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
」
で
結

ば
れ
る
。
こ
の
「
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
」
の
直
前
の
文
は
、
次
に
掲
げ
る
、

　 

シ
カ
レ
ト
モ
帰
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
弥
陀
ヲ
ス
テ
ヽ
タ
ヽ
善
知
識
ハ
カ
リ
ヲ
本
ト

ス
ヘ
キ
コ
ト
オ
ホ
キ
ナ
ル
ア
ヤ
マ
リ
ナ
リ
ト
コ
ヽ
ロ
ウ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
　
ア

ナ
カ
シ
コ
〳
〵
（
二
ノ
一
一
）

　 

ヨ
ク
〳
〵
オ
モ
ヒ
ハ
カ
ラ
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
　
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
（
三
ノ
一

〇
）

　 

後
生
タ
ス
ケ
タ
マ
ヘ
ト
申
サ
ン
人
ヲ
ハ
　
カ
ナ
ラ
ス
御
タ
ス
ケ
ア
ル
ヘ
キ
事

サ
ラ
〳
〵
ウ
タ
カ
ヒ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
　
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
（
五

ノ
一
九
）

な
ど
の
例
の
様
に
「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」「
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
い
う
文
末
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。『
五
帖
御
文
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
ア
ナ
カ
シ
コ

〳
〵
」
の
直
前
に
「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」「
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
が
来
る
書
簡
は

全
八
〇
通
中
五
七
通
（
内
訳
は
「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
が
来
る
も
の
五
四
通
、「
ベ
カ

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
が
来
る
も
の
三
通
）、
七
一
・
二
％
に
上
る
。
実
は
、
前
掲
の

「
五
ノ
六
」「「
五
ノ
九
」
の
例
や
、
本
節
で
掲
げ
た
「
二
ノ
一
三
」「
三
ノ
四
」（「
ベ

キ
モ
ノ
ナ
リ
」）・「
二
ノ
二
」「
五
ノ
二
」（「
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」）
の
例
な
ど

も
、
実
は
「
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
」
直
前
の
く
だ
り
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

各
書
簡
の
「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」「
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
五
七
例
は
、「
ベ
キ
モ

ノ
ナ
リ
」
表
現
全
体
の
五
二
・
二
九
％
に
上
る
。
さ
ら
に
、「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
ま

た
は
「
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
の
文
末
が
一
度
し
か
現
れ
な
い
書
簡
は
四
一
通

で
あ
る
が
、
そ
の
一
度
が
「
ア
ナ
カ
シ
コ
」
の
直
前
に
用
い
ら
れ
て
い
る
書
簡
は

計
三
五
通
（
四
一
通
中
の
八
五
・
三
七
％
）
と
な
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
数

字
か
ら
も
分
か
る
様
に
、「
御
文
」
の
各
文
末
の
「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
は
、
多
く
各

書
簡
全
体
の
末
尾
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
叙
述
で
「
サ
レ
バ
」
に
代
表
さ
れ
る

様
な
接
続
表
現
の
働
き
そ
の
他
に
よ
っ
て
展
開
・
総
合
さ
れ
た
論
理
を
一
層
力
強

く
肯
定
し
、
そ
の
上
で
読
む
者
・
聴
く
者
に
仏
法
へ
の
帰
依
を
促
す
と
い
う
極
め

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
思
し
い
。

と
こ
ろ
で
、「
御
文
」
各
書
簡
の
結
句
で
あ
る
「
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
」
に
つ
い
て

も
、
現
在
の
法
要
で
「
御
文
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
際
に
私
た
ち
も
感
じ
る
荘
重

さ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ま
た
よ
り
実
際
的
・
具
体
的
な
機
能
を
有
し
て
い
た
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。

現
在
の
国
語
辞
典
で
は
「
あ
な
か
し
こ
」
に
つ
い
て
、
例
え
ば
次
に
掲
げ
る
様

な
説
明
が
な
さ
れ
る
。

　 （
お
そ
れ
多
く
存
じ
ま
す
、
の
意
で
手
紙
文
の
文
末
に
用
い
ら
れ
て
形
式
化
し

た
も
の
）
相
手
に
敬
意
を
表
す
仮
名
書
状
の
用
語
。
多
く
文
言
の
終
わ
り
に

お
か
れ
る
が
ま
れ
に
初
め
に
お
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
男
女
と
も
に
用
い
た
。

恐
惶
謹
言
（
き
ょ
う
こ
う
き
ん
げ
ん
）。
か
し
こ
。
か
し
く
。

 
（
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
「
あ
な
か
し
こ
」
④
）

（
23
）
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し
か
し
、
古
代
語
・
中
世
語
の
「
あ
な
か
し
こ
」
に
は
、
次
に
掲
げ
る
例
の
様

に
命
令
・
禁
止
の
表
現
を
伴
っ
て
陳
述
副
詞
的
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　 「
あ
な
か
し
こ
。
も
の
ゝ
つ
い
で
に
、
い
は
け
な
く
、
う
ち
出
で
聞
え
さ
せ
給

ふ
な
」
な
ど
い
ふ
も 

（
源
氏
物
語
・
若
紫
①
二
二
二
‐
１
）

　 「
よ
に
い
み
じ
き
夢
な
り
。
…
（
中
略
）
…
あ
な
か
し
こ
〳
〵
、
人
に
語
給
ふ

な
」
と
申
け
れ
ば

 

（
宇
治
拾
遺
物
語
・
巻
十
三
ノ
五
、
夢
買
人
事
三
六
六
‐
９
）

　 

荊
軻
「
こ
の
事
あ
な
か
し
こ
、
人
に
ひ
ろ
ふ
（
矢
毛
注
、
披
露
）
す
な
」
と

い
ふ
。 

（
平
家
物
語
・
巻
五
、
咸
陽
宮
三
四
九－

７
）

ま
た
、『
日
葡
辞
書
』
の
「
ア
ナ
カ
シ
コ
」
の
項
に
は
、

　

 A
nacaxico conocotouo tagaye tam

ŏ na.

（
あ
な
か
し
こ
こ
の
事
を
違
へ
給

ふ
な
）

と
い
う
例
を
挙
げ
た
後
、

こ
の
事
を
し
損
じ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
さ
い
。 

 

ま
た
、
こ
れ
は
手
紙
の

末
尾
に
し
る
す
語
で
あ
る
。

と
注
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
す
る
と
、『
日
葡
辞
書
』
の
編
ま
れ
た
頃
「
あ
な
か
し

こ
」
は
、
少
な
く
と
も
陳
述
副
詞
的
な
用
法
と
現
在
の
「
敬
具
」「
草
々
」
の
様
な

文
書
語
的
な
用
法
と
の
二
つ
の
性
格
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
推
論
す
れ

（
24
）

ば
『
日
葡
辞
書
』
か
ら
百
年
余
り
遡
る
「
御
文
」
の
「
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
」
に
は
、

未
だ
陳
述
副
詞
的
な
性
格
が
『
日
葡
辞
書
』
の
時
期
よ
り
も
濃
く
残
存
し
て
い
て

も
不
思
議
で
は
無
い
。
す
な
わ
ち
、
蓮
如
は
「
御
文
」
各
書
簡
に
お
い
て
、「
ア
ナ

カ
シ
コ
〳
〵
」
直
前
の
「
…
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
ま
で
で
衆
生
へ
の
促
し
を
終
え
た

訳
で
は
無
く
、
結
び
の
「
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
」
で
も
念
押
し
を
し
て
い
た
、
と
言

え
そ
う
で
あ
る
。「
御
文
」
末
尾
の
「
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
」
は
単
に
唱
読
に
荘
重
さ

を
加
え
る
た
め
の
形
式
的
な
決
ま
り
文
句
な
の
で
は
無
く
、
直
前
の
「
ベ
キ
モ
ノ

ナ
リ
」
と
強
く
連
関
し
て
あ
く
ま
で
も
衆
生
の
帰
依
を
訴
え
て
い
る
か
の
様
に
捉

え
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。

こ
の
「
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
」
の
陳
述
副
詞
的
な
性
格
に
注
目
し
て
、
も
う
一
度

『
五
帖
御
文
』
各
書
簡
の
結
び
を
調
査
し
て
み
る
と
、「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」「
ベ
カ
ラ

ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
を
含
め
て
「
促
し
」
を
行
う
文
末
表
現
（
ベ
キ
ナ
リ
・
ベ
シ
・

…
ナ
カ
レ
他
）
が
「
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
」
の
直
前
に
置
か
れ
る
書
簡
は
八
〇
通
中

七
六
通
と
、
全
体
の
九
五
％
に
上
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
れ
は
や
は
り
偶

然
で
は
無
く
、
蓮
如
上
人
の
積
極
的
な
布
教
態
度
の
表
れ
と
見
做
し
た
い
。
次
に
、

「
ベ
キ
ナ
リ
」「
ベ
シ
」「
…
ナ
カ
レ
」
が
「
ア
ナ
カ
シ
コ
」
直
前
に
置
か
れ
る
書
簡

の
例
を
掲
げ
て
お
く
。

　 

コ
レ
ス
ナ
ハ
チ
当
流
ノ
信
心
ヲ
決
定
シ
タ
ル
人
ト
イ
フ
ヘ
キ
ナ
リ
　
ア
ナ
カ

シ
コ
〳
〵
（
二
ノ
八
）

　 （『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
提
婆
達
多
・
阿
闍
世
王
・
韋
提
希
夫
人
ら
を

巡
る
出
来
事
な
ど
は
）
不
思
議
ノ
本
願
ニ
帰
ス
レ
ハ
　
カ
ナ
ラ
ス
安
養
ノ
往

生
ヲ
ト
ク
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
シ
ラ
セ
タ
マ
ヘ
リ
ト
シ
ル
ヘ
シ
　
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵

（
四
ノ
三
）
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シ
カ
レ
ハ
見
聞
ノ
諸
人
偏
執
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ナ
カ
レ
　
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
（
一

ノ
八
）

ま
た
同
時
に
、
読
み
上
げ
ら
れ
る
「
御
文
」
を
聴
く
人
々
も
、
信
仰
へ
の
促
し

が
繰
り
返
し
念
押
し
さ
れ
る
た
め
、
聴
覚
の
み
に
よ
っ
て
も
蓮
如
の
要
請
を
感
じ

取
る
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
に
「
御
文
」
の
結
び
に
は
、
実
は
見
逃

す
べ
か
ら
ざ
る
機
能
が
存
し
て
い
た
と
思
し
い
。

な
お
、
親
鸞
聖
人
の
消
息
に
も
も
ち
ろ
ん
「
あ
な
か
し
こ
〳
〵
」
で
結
ば
れ
る

も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
し
、
そ
の
数
は
岩
波
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」『
親
鸞
集 

日
蓮
集
』
所
収
の
全
四
三
通
中
二
八
通
（
六
五
・
一
％
）
に
上
る
。
そ
の
中
で
「
あ

な
か
し
こ
〳
〵
」
の
直
前
に
「
御
文
」
と
同
じ
様
に
命
令
・
促
し
の
文
末
表
現
（
べ

く
候
・
べ
し
他
）
を
置
く
書
簡
は
計
二
〇
通
と
、「
あ
な
か
し
こ
〳
〵
」
の
書
簡
全

体
の
七
一
・
四
三
％
に
当
た
る
。
次
に
、
用
例
を
掲
げ
る
。

　 

た
だ
如
来
に
ま
か
せ
ま
い
ら
せ
お
は
し
ま
す
べ
く
候
。
あ
な
か
し
こ
〳
〵
。

（
大
系
本
「
九
」）

　 

こ
の
真
実
の
信
心
の
お
こ
る
こ
と
は
、
釈
迦
・
弥
陀
の
二
尊
の
御
は
か
ら
ひ

よ
り
お
こ
り
た
り
と
、
し
ら
せ
た
ま
ふ
べ
し
。
あ
な
か
し
こ
〳
〵
。（
同
右

「
二
三
」）

こ
の
「
親
鸞
消
息
」
の
調
査
結
果
も
、
書
簡
文
中
で
「
あ
な
か
し
こ
」
の
有
す

る
役
割
に
つ
い
て
「
御
文
」
の
数
値
ほ
ど
で
は
無
い
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

や
は
り
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
本
節
で
は
主
に
『
五
帖
御
文
』
各
書
簡
中
の
「
…
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
に

つ
い
て
、
書
簡
末
尾
に
現
れ
る
例
を
中
心
に
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
「
ベ
キ
モ
ノ
ナ

リ
」
が
蓮
如
の
主
張
の
確
認
と
書
簡
の
受
け
手
で
あ
る
衆
生
へ
の
信
仰
の
促
し
と

い
う
働
き
を
受
け
持
っ
て
い
る
こ
と
を
推
論
し
た
。
同
時
に
、
各
書
簡
を
結
ぶ
「
ア

ナ
カ
シ
コ
〳
〵
」
も
、「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
結
び
付
い
て
衆
生
へ
の
帰
依
を
繰
り

返
し
求
め
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
た
。

お
わ
り
に

今
回
は
、『
五
帖
御
文
』
各
書
簡
の
文
末
表
現
に
注
目
し
た
。
中
心
を
な
す
の
は

「
…
ナ
リ
」
で
あ
っ
て
、『
五
帖
御
文
』
の
文
体
基
調
を
形
作
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

「
…
ナ
リ
」
表
現
の
内
、
多
く
用
い
ら
れ
る
「
…
モ
ノ
ナ
リ
」
さ
ら
に
「
…
ベ
キ
モ

ノ
ナ
リ
」
に
つ
い
て
は
、
受
け
手
に
対
し
仏
法
の
要
義
を
説
く
と
共
に
信
仰
を
強

く
促
す
と
い
う
「
御
文
」
固
有
の
性
格
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
る
こ
と
を
推
論
し
た
。

さ
ら
に
「
…
モ
ノ
ナ
リ
」
な
か
ん
ず
く
「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
は
、
書
簡
を
締
め
括

る
「
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
」
と
も
呼
応
し
て
信
仰
へ
の
促
し
を
確
実
に
念
押
し
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注
（
1
） 

拙
稿
「
蓮
如
「
御
文
」
の
語
学
的
検
討
―（
一
）
導
入
―
」（『
久
留
米
大
学
文
学
部

紀
要 

国
際
文
化
学
科
編
』
第
三
十
二
・
三
十
三
合
併
号
、
平
成
二
十
八
〈
二
〇
一
六
〉
年

九
月
）・「
同
―（
二
）
文
章
構
成
―
」（『
同
』
第
三
十
四
・
三
十
五
合
併
号
、
平
成
三
十

〈
二
〇
一
八
〉
年
九
月
）・「
同－

（
三
）
文
末
―
」（『
同
』
第
三
十
六
号
、
令
和
元
〈
二

〇
一
九
〉
年
九
月
）。

（
2
） 

山
本
正
秀
氏
『
近
代
文
体
発
生
の
史
的
研
究
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
〈
一
九
六

五
〉
年
）・『
言
文
一
致
の
歴
史
論
考
』（
桜
楓
社
、
昭
和
四
十
六
〈
一
九
七
一
〉
年
）
な
ど

参
照
。

（
3
） 
現
在
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
「
御
文
」（
本
願
寺
派
で
は
「
御ご

文ぶ
ん

章し
ょ
う

」
と
称
す
る
）

朗
読
に
お
い
て
は
各
文
末
を
や
や
伸
ば
し
気
味
に
す
る
が
、
こ
れ
は
聴
く
者
に
と
り
極
め

て
印
象
的
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
文
末
の
語
句
が
耳
に
残
る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と

言
え
よ
う
。
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（
4
） 

拙
稿
「
蓮
如
「
御
文
」
の
語
学
的
検
討
―（
一
）
導
入
―
」（
注
（
1
）
参
照
の
こ

と
）
に
挙
例
。

（
5
） 
「
候
」
な
ど
「
御
文
」
に
お
け
る
敬
語
使
用
に
つ
い
て
は
、
藤
原
徳
悠
氏
『
蓮
如
上
人

「
御
文
」
の
敬
語
表
現
』（
和
泉
書
院
、
平
成
十
三
〈
二
〇
〇
一
〉
年
な
ど
参
照
の
こ
と
。

（
6
） 
中
村
元
氏
「
宗
教
書
と
し
て
の
『
御
文
章
』
の
文
章
形
式
」（
浄
土
真
宗
教
学
研
究
所

編
『
蓮
如
上
人
研
究 

教
義
篇
Ⅰ
』
永
田
文
昌
堂
、
平
成
十
〈
一
九
九
八
〉
年
所
収
）
で
も
、

「
御
文
」
を
文
末
形
式
か
ら
見
た
場
合
《
ナ
リ
体
》
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

（
7
） 

も
ち
ろ
ん
、
注
（
３
）
に
述
べ
た
朗
読
の
効
果
も
併
せ
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
8
） 

拙
稿
「
蓮
如
「
御
文
」
の
語
学
的
検
討
―（
三
）
文
頭
―
」（
注
（
１
）
参
照
）。

（
9
） 

土
井
忠
生
氏
訳
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』（
三
省
堂
、
昭
和
三
十
〈
一
九
五
五
〉

年
）
六
六
二
頁
。

（
10
） 

「
ソ
レ
オ
モ
ン
ミ
レ
ハ
人
間
ハ
タ
ヽ
電
光
朝
露
ノ
ユ
メ
マ
ホ
ロ
シ
ノ
ア
ヒ
タ
ノ
タ
ノ
ミ

シ
ソ
カ
シ
」（
一
ノ
一
一
）
な
ど
。

（
11
） 

「
カ
ヤ
ウ
ノ
雨
山
ノ
御
恩
ヲ
ハ
イ
カ
ヽ
シ
テ
報
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
ヘ
キ
ソ
ヤ
」（
三
ノ
四
、

疑
問
文
）
な
ど
。

（
12
） 

注
（
８
）
に
同
じ
。

（
13
） 

こ
の
他
『
五
帖
御
文
』
の
文
末
表
現
で
は
「
…
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
」
五
〇
例
「
…
ベ
キ
ナ

リ
」
四
一
例
「
…
バ
カ
リ
ナ
リ
」
二
四
例
な
ど
が
目
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
14
） 

「
中
世
に
お
け
る
「
こ
と
な
り
」「
も
の
な
り
」
表
現
に
つ
い
て
」『
国
語
史
へ
の
道 

土
井
先
生
頌
寿
記
念
論
文
集 

上
』
三
省
堂
、
昭
和
五
十
六
〈
一
九
八
一
〉
年
。
後
『
も
の

語
彙
こ
と
語
彙
の
国
語
史
的
研
究
』
汲
古
書
院
、
平
成
九
〈
一
九
九
七
〉
年
に
所
収
。

（
15
） 

東
辻
氏
は
道
元
『
正
法
眼
蔵
』（
岩
波
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」『
正
法
眼
蔵 
正
法
眼

蔵
随
聞
記
』
所
収
）・『
蓮
如
御
文
』（
岩
波
「
日
本
思
想
大
系
」『
蓮
如 

一
向
一
揆
』
所
収

の
七
八
通
、
因
み
に
そ
の
内
四
〇
通
は
『
五
帖
御
文
』
か
ら
の
抜
粋
）
な
ど
が
こ
れ
に
当

た
る
と
さ
れ
る
。

（
16
） 

東
辻
氏
は
岩
波
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」『
仮
名
法
語
集
』
所
収
の
『
明
恵
上
人
遺

訓
』・『
一
遍
上
人
語
録
』・
無
住
『
妻
鏡
』・『
一
言
芳
談
』
お
よ
び
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』

（
注
（
15
）
に
同
じ
）
に
つ
い
て
「
仮
名
法
語
類
」
と
し
て
検
討
さ
れ
、
こ
の
内
『
妻
鏡
』

を
除
き
全
て
が
「
こ
と
な
り
」
優
勢
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
17
） 

注
（
14
）
に
同
じ
。

（
18
） 

以
下
、「
御
文
」
を
除
く
引
用
例
は
全
て
岩
波
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
本
に
よ
っ

た
。

（
19
） 

注
（
14
）
に
同
じ
。

（
20
） 

「
蓮
如
「
御
文
」
の
語
学
的
検
討
―（
一
）
導
入
―
」（
注
（
1
）
参
照
）
参
照
の
こ
と
。

（
21
） 

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
比
較
に
採
り
上
げ
た
親
鸞
聖
人
の
消
息
や
『
歎
異
抄
』
で

は
「
こ
と
な
り
」
が
「
も
の
な
り
」
を
圧
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、
例
え
ば

「
詮
ず
る
と
こ
ろ
、
ひ
が
ご
と
ま
ふ
さ
ん
ひ
と
は
、
そ
の
身
ひ
と
り
こ
そ
と
も
か
く
も
な
り

さ
ふ
ら
は
め
」（
大
系
本
「
二
九
」）
と
い
う
消
息
の
言
葉
に
見
ら
れ
る
、
浄
土
の
教
え
を

誹
謗
中
傷
す
る
者
た
ち
へ
の
一
種
突
き
放
し
た
様
な
態
度
か
ら
も
窺
え
る
様
に
、
親
鸞
は

蓮
如
と
対
照
的
に
「
宗
門
」
を
護
持
発
展
さ
せ
る
必
要
も
意
思
も
無
い
立
場
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
よ
り
信
仰
へ
の
要
求
に
繋
が
り
易
い
「
も
の
な
り
」
に
比
べ
る
と
客
観
的
な

叙
述
態
度
に
結
び
付
く
表
現
で
あ
る
「
こ
と
な
り
」
の
方
が
よ
り
多
く
用
い
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
、
と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

（
22
） 

「
御
文
」
の
「
ア
ナ
カ
シ
コ
」
に
つ
い
て
は
、
中
村
元
氏
注
（
６
）
文
献
の
他
、
大
喜

直
彦
氏
「
蓮
如
の
書
状
・
御
文
・
裏
書
を
考
え
る
―
中
世
後
期
の
文
書
の
世
界
」（
浄
土

真
宗
教
学
研
究
所
・
本
願
寺
史
料
研
究
所
編
『
講
座 

蓮
如
』
第
二
巻
所
収
・
平
凡
社
、
平

成
九
〈
一
九
九
七
〉
年
所
収
）・
佐
竹
昭
広
氏
「
御
文
様
」（『
文
学
』
四
一
ノ
四
、
昭
和
四

十
八
年
四
月
）「
あ
な
か
し
こ
」（『
同
』
四
一
ノ
五
、
昭
和
四
十
八
年
五
月
）
な
ど
に
も
詳

し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
23
） 

注
（
１
）
拙
稿
参
照
の
こ
と
。

（
24
） 

土
井
忠
生
氏
他
編
『
邦
訳 

日
葡
辞
書
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
っ
た
。


